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 自動車の高周波車内音低減のために用いられる防音材は、軽量化や高性能化のため 

ウレタン等の吸音材にゴムシートを積層した構造のタイプがある。これらはウレタンの 

形状変更により遮音性能が変化することが分かった。本研究では、簡易的な遮音装置を 

用いた実験結果とウレタン形状を変更した有限要素法による解析結果について紹介する。 

 

Key words: 仮想モデリング、遮音、透過損失、FEM

 

1．はじめに 

自動車 1 台に数十㎏もの防音材が用いられてお

り、エンジン・トランスミッション音や高速走行

時のロードノイズ・風切り音など車内に入ってく

る騒音を防ぐために重要な役割を果たしている。

また、ハイブリット・電気自動車が開発されるこ

とにより新たな動作音が生じている。今後さらな

る車内静粛性・快適性が求められていくだろう。

しかし近年では車の低価格化や、燃費向上のため

には闇雲に防音材を増やすことは出来ない。防音

材の軽量化を図りながら防音効果の向上を研究し

なければならない。 

そこで我々は、FEM を用いて既存の防音材をモ

デル化し、形状変更による遮音性能の解析を試み

た。遮音性能の予測技術を開発することで研究開

発期間の短縮・コスト削減を可能と出来る。 

 

2．Biot理論 

 今回はMSC.Actran を用いて計算を行った。音

響・構造解析を行うソフトで、Biotモデルを用い

て計算をしている。Biotモデルは、材料に入って

くる入射音がその材料中の多孔質弾性体の隙間を

通ることで伝わってくる空気伝搬音と、材料の内

部を伝わる固体伝搬音の変位を予測する理論式で

ある。固体伝搬音と空気伝搬音の相互作用を考慮

した骨格部の変位：us& 及び流体の変位：u f& を用

いて、それぞれ式（1）、（2）のように表される。 

 

 

   

 

 

                              

φ  ：気孔率 

：多孔質骨格の密度 

fρ ：流体密度（本論では空気） 

aρ ：骨格部と流体の相互作用のおける粘性減衰

を考慮した流体の等価密度 

aρ について次式（３）に示す。 
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